
令和７年７月

（株）公論出版 編集部

『クレーン・デリック運転士〈クレーン限定〉学科試験 令和７年版』

に関するお詫びと訂正のご案内

　『クレーン・デリック運転士〈クレーン限定〉学科試験 令和７年版』の内容について誤りがありましたこ

とを、心よりお詫び申し上げます。以下の通り訂正致しますので、お手持ちの本書に加筆訂正をお願い致し

ます。

　ご迷惑をおかけ致しまして誠に申し訳ございません。

　よろしくお願い申し上げます。

P198
誤
【問 �24】
　（3�）押しボタンスイッチには、一段目で定速、二段目で高速運転ができるようにした二段押込み

式のものがある。

正
【問 �24】
　（3�）押しボタンスイッチには、一段目で低速、二段目で高速運転ができるようにした二段押込み

式のものがある。

P200 誤 【問 �30】感電及びその防止に関する記述として、適切なものは次のうちどれか。

正 【問 �30】感電及びその防止に関する記述として、適切でないものは次のうちどれか。

P203 誤 正
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とを、心よりお詫び申し上げます。以下の通り訂正致しますので、お手持ちの本書に加筆訂正をお願い致し
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【問 �36】図のように、水平な床面に置いた質量Ｗの物体を床面に沿って引っ張り、
動き始める直前の力Ｆの値が 980 Ｎであったとき、Ｗの値は（1) ～ (5）のう
ちどれか。
　ただし、接触面の静止摩擦係数は 0.2 とし、重力の加速度は 9.8…m/s２とする。

　（1…）　　20…㎏

W Ｆ（980N）

　（2…）　200…㎏
　（3…）　333…㎏
　（4…）　500…㎏
　（5…）1921…㎏

【問 �37】荷重に関する記述として、適切でないものは次のうちどれか。
　（1…）クレーンのシーブを通る巻き上げ用ワイヤロープには、引張荷重と曲げ荷

重がかかる。
　（2…）天井クレーンのクレーンガーダには、主に曲げ荷重がかかる。
　（3…）クレーンの巻上げドラムには、曲げ荷重とねじり荷重がかかる。
　（4…）両振り荷重は、向きと大きさが時間とともに変わる荷重である。
　（5…）荷重が繰返し作用すると、比較的小さな荷重であっても機械や構造物が破

壊することがあるが、このような現象を引き起こす荷重を静荷重という。

【問 �38】図のような形状のアルミニウム製の直方体を同じ長さの２本の玉掛け用
ワイヤロープを用いてつり角度 60°でつるとき、１本のワイヤロープにかかる
張力の値に最も近いものは（1）～（5）のうちどれか。
　ただし、アルミニウムの１ｍ３当たりの質量は 2.7 ｔ、重力の加速度は 9.8…
m/s２とする。また、荷の左右のつり合いは取れており、左右のワイヤロープ
の張力は同じとし、ワイヤロープ及び荷のつり金具の質量は考えないものとす
る。

　（1…）15…kN

１m １m

１m

90°
　（2…）19…kN
　（3…）24…kN
　（4…）31…kN
　（5…）37…kN
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１m １m

１m

60°
　（2…）19…kN
　（3…）24…kN
　（4…）31…kN
　（5…）37…kN
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P213
誤 【問 �34】（3）Ｂ，Ｃ，Dが不適切。⇒４章４節 _重心及び安定（P.158 ～）参照

正 【問 �34】（4）Ｂ，Ｃ，Ｅが不適切。⇒４章４節 _重心及び安定（P.158 ～）参照

P303

誤
【問 �38】（2�）A＜ C＜ B　⇒４章７節 _１．張力係数（P.175 ～）参照
⋮
　　　＝ A（17.052）＞ C（19.6）＞ B（27.636）

正
【問 �38】（2�）A＜ C＜ B　⇒４章７節 _１．張力係数（P.175 ～）参照
⋮
　　　＝ A（17.052）＜ C（19.6）＜ B（27.636）

令和７年６月

（株）公論出版 編集部

『クレーン・デリック運転士〈クレーン限定〉学科試験 令和７年版』

に関するお詫びと訂正のご案内

　『クレーン・デリック運転士〈クレーン限定〉学科試験 令和７年版』の内容について誤りがありましたこ

とを、心よりお詫び申し上げます。以下の通り訂正致しますので、お手持ちの本書に加筆訂正をお願い致し

ます。

　ご迷惑をおかけ致しまして誠に申し訳ございません。

　よろしくお願い申し上げます。

P203 誤 正

R6前期実施問題 203

第
１
回
目

第
１
回
目

令
和
６
年
前
期
実
施
問
題

令
和
６
年
前
期
実
施
問
題

【問 �36】図のように、水平な床面に置いた質量Ｗの物体を床面に沿って引っ張り、
動き始める直前の力Ｆの値が 980 Ｎであったとき、Ｗの値は（1) ～ (5）のう
ちどれか。
　ただし、接触面の静止摩擦係数は 0.2 とし、重力の加速度は 9.8…m/s２とする。

　（1…）　　20…㎏

W Ｆ（980N）

　（2…）　200…㎏
　（3…）　333…㎏
　（4…）　500…㎏
　（5…）1921…㎏

【問 �37】荷重に関する記述として、適切でないものは次のうちどれか。
　（1…）クレーンのシーブを通る巻き上げ用ワイヤロープには、引張荷重と曲げ荷

重がかかる。
　（2…）天井クレーンのクレーンガーダには、主に曲げ荷重がかかる。
　（3…）クレーンの巻上げドラムには、曲げ荷重とねじり荷重がかかる。
　（4…）両振り荷重は、向きと大きさが時間とともに変わる荷重である。
　（5…）荷重が繰返し作用すると、比較的小さな荷重であっても機械や構造物が破

壊することがあるが、このような現象を引き起こす荷重を静荷重という。

【問 �38】図のような形状のアルミニウム製の直方体を同じ長さの２本の玉掛け用
ワイヤロープを用いてつり角度 60°でつるとき、１本のワイヤロープにかかる
張力の値に最も近いものは（1）～（5）のうちどれか。
　ただし、アルミニウムの１ｍ３当たりの質量は 2.7 ｔ、重力の加速度は 9.8…
m/s２とする。また、荷の左右のつり合いは取れており、左右のワイヤロープ
の張力は同じとし、ワイヤロープ及び荷のつり金具の質量は考えないものとす
る。

　（1…）15…kN

１m １m

１m

90°
　（2…）19…kN
　（3…）24…kN
　（4…）31…kN
　（5…）37…kN

★クレーンデリック（クレーン限定）令和7年版.indb   203★クレーンデリック（クレーン限定）令和7年版.indb   203 2025/04/28   10:17:182025/04/28   10:17:18

R6前期実施問題 203

第
１
回
目

第
１
回
目

令
和
６
年
前
期
実
施
問
題

令
和
６
年
前
期
実
施
問
題

【問 �36】図のように、水平な床面に置いた質量Ｗの物体を床面に沿って引っ張り、
動き始める直前の力Ｆの値が 980 Ｎであったとき、Ｗの値は（1) ～ (5）のう
ちどれか。
　ただし、接触面の静止摩擦係数は 0.2 とし、重力の加速度は 9.8…m/s２とする。

　（1…）　　20…㎏

W Ｆ（980N）

　（2…）　200…㎏
　（3…）　333…㎏
　（4…）　500…㎏
　（5…）1921…㎏

【問 �37】荷重に関する記述として、適切でないものは次のうちどれか。
　（1…）クレーンのシーブを通る巻き上げ用ワイヤロープには、引張荷重と曲げ荷

重がかかる。
　（2…）天井クレーンのクレーンガーダには、主に曲げ荷重がかかる。
　（3…）クレーンの巻上げドラムには、曲げ荷重とねじり荷重がかかる。
　（4…）両振り荷重は、向きと大きさが時間とともに変わる荷重である。
　（5…）荷重が繰返し作用すると、比較的小さな荷重であっても機械や構造物が破

壊することがあるが、このような現象を引き起こす荷重を静荷重という。

【問 �38】図のような形状のアルミニウム製の直方体を同じ長さの２本の玉掛け用
ワイヤロープを用いてつり角度 60°でつるとき、１本のワイヤロープにかかる
張力の値に最も近いものは（1）～（5）のうちどれか。
　ただし、アルミニウムの１ｍ３当たりの質量は 2.7 ｔ、重力の加速度は 9.8…
m/s２とする。また、荷の左右のつり合いは取れており、左右のワイヤロープ
の張力は同じとし、ワイヤロープ及び荷のつり金具の質量は考えないものとす
る。

　（1…）15…kN

１m １m

１m

60°
　（2…）19…kN
　（3…）24…kN
　（4…）31…kN
　（5…）37…kN

★クレーンデリック（クレーン限定）令和7年版.indb   203★クレーンデリック（クレーン限定）令和7年版.indb   203 2025/06/02   10:32:012025/06/02   10:32:01

P213
誤 【問 �34】（3）Ｂ，Ｃ，Dが不適切。⇒４章４節 _重心及び安定（P.158 ～）参照
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P205
誤

〔クレーンの運転のために必要な力学に関する知識〕
問 34 （3）

正
〔クレーンの運転のために必要な力学に関する知識〕
問 34 （4）
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